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まつだみちひと：
国内初のファイ
ル共有ソフト「フ
ァイルローグ」を
提供する日本

MMO社長。日本音楽著作権協
会（JASRAC）などから、市販の
音楽CDのMP3ファイルをサー
ビス対象としないように求めら
れ、これを受けた東京地裁から
サービス停止の仮処分命令を
下された。
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IT農耕民族からの脱皮

日本レコード協会と日本音楽著作権協会（JASRAC）

から訴訟を起こされて以来、私のことを犯罪者扱いする

人が増えたので、まずこのことについてはっきりと弁明し

たいと思う。訴訟は悪いことではない。自分たちの商権

を守るためにある程度の戦いは必要である。

私の会社の裁判とは関係ないが、通信と放送に関連

した最近の裁判で、スカパーの音楽チャンネル『スターデ

ジオ』裁判がある。通信衛星を使って24時間音楽を放

送することが「通信」にあたるのか「放送」にあたるのか、

という裁判であった。

もしスターデジオが「放送」ではなく「通信」とされた場

合、レコード会社に著作者隣接権が認められるが、「放

送」とされた場合は著作者隣接権は認められず、レコー

ド会社は報酬請求権しか持たないことになる。つまり「放

送」の場合だと、金さえ支払えばレコード会社から許諾

を得る必要はないということになる。

私は法律の専門家ではないので詳しいことは言えな

いが、このことは結局のところ、「通信」と定義されるより

も「放送」と定義されたほうが、インフラ事業者にとって都

合が良いということを意味している。言い換えれば、「放

送」よりも「通信」のほうが権利処理が面倒で、ビジネス

的に不利になってしまうということだ。

もし、このことに通信業界の多くの人が気付いていな

がら何も行動を起こしていないのだとしたら、ビジネスマ

ンとして失格である。新たな制度が作られる過程におい

ては、そのルール作りが自分たちに有利な方向へ進むよ

うに声高に主張していかねばならないはずだからだ。

放送と通信が融合されていくのに肝心の権利処理の

仕組みが異なっていては、通信側にとって不利な競争と

ならざると得ない。放送と通信の融合化問題について、

放送側はハード／ソフト分離論に異を唱えるなど積極的

に自らの主張を行っているが、通信側も、自分たちに有

利な条件を引き出すための主張をもっと積極的に行って

いくべきである。

ここで、なぜインターネット業界が自分たちの商権をあ

まり主張しない体質にあるのか、言い換えれば、なぜこ

こまで楽観的であるのか、要因を探ってみたいと思う。

真っ先に考えられるのは、努力しなくても儲かってき

たという業界構造である。こんなことを言うと実際に働

いている人からは怒られるかもしれないが、マーケット

が急速に拡大したのだからある程度は認めざるを得な

いだろう。自戒を込めて言うが、この業界には1円を稼ぐ

のがどれだけ大変であるかを知らない人が多い。コス

ト削減ぐらいしかやることがない衰退産業もある中で、

常に明るい未来を描きながら業務を行えたIT業界の人

間は、「石コロでも売ってくる」証券マンなどに比べると、

かなり恵まれた環境にいたことに間違いない。

その恵まれた環境が影響したのか、インターネット業界

には、「Win-Win」型のビジネスを心掛けている人が多

い。私はこの「Win-Win」という概念が、単に理想を表

しているだけでまったく実態にそぐわないものだと思っ

ている。自分も相手もみんながハッピーになるビジネスモ

デルなどというものは、この世に存在しないのではない

か。企業や消費者が使える金額はほぼ一定なのだから、

誰かが得をすれば誰かが損をするという「ゼロサムゲー

ム」が基本のはずである。

確かに、マーケットの成長が新規参入企業の数よりも

大きかった時期は「Win-Win」でもよかったかもしれな

い。しかし、ITバブルが崩壊し、目新しい技術も見当た

らない昨今、ネット企業で働く人は、他業種のシェアを食

っていく「ゼロサムゲーム」へ発想の転換をしなければな

らない時期に来たのである。

他業種からパイを奪おうとした場合、当然のことなが

ら奪われる側からの反発が起こる。反発の方法には、た

とえば仁義を通した、通さなかったという類のものから、

規制を盾にとったものであったり、法律の解釈を巡るも

のであったりといろいろなやりかたがあるだろう。それら

の解釈を巡る過程で、司法に判断を仰ぐ、つまり裁判が

起こるのはある程度仕方のないことだと思っている。規

制や法律に曖昧な部分があるならば、そこを自分たちに

都合の良いように解釈しようとするのは企業として当然

の姿勢であり、逆に、そこで主張しなかったなら自分た

ちの商権を狭めることにもなる。この３月にオークション

大手3社が、ネット競売規制案の修正を求めて警察庁に

要望書を提出したことについては、今までの「農耕民族」

としての殻を破った行為として高く評価されるべきであ

ろう。

自分の行為を正当化するわけではないが、インターネ

ット業界の方 も々もっと業界の商権の維持、拡大のため

に立ち上がるべきである。私の会社の裁判についても、

一企業の問題ではなく、業界全体の問題として見守って

いただければ幸いに思う。
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